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「安全上のご注意」を必ずお読みください（5～11ページ）
応用・再生
再生操作する ................................... 97
≥操作アイコンを使っての
ビデオ再生操作 (97)
≥ビデオから写真を作成する (98)
≥ハイライト & 時間検索 (99)
≥繰り返し再生 (99)
≥前回の続きから再生 (99)
≥スーパースローの再生速度を
設定する (100)
≥再生中の写真を拡大する
（再生ズーム） (100)
いろいろな再生機能..................... 101
≥日付別に再生 (101)
≥ムービースライドショー (102)
≥マニュアル編集 (108)
≥ベビーカレンダー (111)
≥スライドショーの設定をして
再生する (113)
≥かんたんコマ撮りモードの写真を
スライドショー再生する (114)

消去................................................ 115
≥シーンの部分消去（AVCHD/
ワイプ無し映像同時記録） (117)
≥シーンの分割（AVCHD/
ワイプ無し映像同時記録） (118)
≥シーンの分割消去（4K MP4、
MP4/iFrame） (119)
≥プロテクト (120)
MP4変換 ..................................... 121
スロー区間速度変換..................... 122
リレーシーンまとめ..................... 123
テレビにつないで見る................. 124
≥ HDMI マイクロケーブルで
接続時の設定 (126)
≥ 5.1ch 音声で聞くには（AVCHD） (126)
ビエラリンク（HDMI）を使って
テレビで再生する......................... 127

コピー / ダビング
SD カード /内蔵メモリー間で
コピーする.....................................129
USBハードディスクで
コピー /再生する .........................132
≥コピー / 再生の準備をする (132)
≥かんたんコピー (134)
≥選んでコピー (135)
≥ HDDの再生 (136)
ブルーレイディスクレコーダーや
ビデオなどでダビングする..........137
Eye-Fi カードを使う ....................140

Wi-Fi
Wi-Fi®機能について ....................143
リモート操作.................................145
≥「リモート操作」を使う前の準備 (146)
≥直接接続でリモート操作を使う (147)
≥無線アクセスポイント接続で
リモート操作を使う (148)
≥リモート操作について (149)
ベビーモニター.............................151
≥「ベビーモニター」を使う前の準備 (151)
≥ベビーモニターを使う (152)
見守り.............................................154
≥「見守り」を使う前の準備 (154)
≥見守りを使う (155)
TV で再生......................................160
≥「TVで再生」を使う前の準備 (160)
≥テレビで再生する (161)
コピー.............................................162
≥「コピー」を使う前の準備 (162)
≥ DIGA にコピーする (164)
≥パソコンにコピーする (164)
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≥「ライブ配信」を使う前の準備 (166)
≥ライブ配信する (167)
Image App のインストール.......171
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「安全上のご注意」を必ずお読みください（5～11ページ）
Wi-Fi（続き）
Wi-Fi 接続するには...................... 173
≥Wi-Fi 設定ウィザードで接続する (174)
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（ワイヤレスワイプ撮り）................. 198
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必ずお守りください安全上のご注意
安
全
上
の
ご
注
意

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
∫誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

∫お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

危険 「死亡や重傷を負うおそれが大きい内容」です。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれが
ある内容」です。

してはいけない内容です。 実行しなければならない内容
です。

危険
■指定以外のバッテリーパックを使わない
■バッテリーパックの端子部（+・-）に金属物（ネックレス
やヘアピンなど）を接触させない

■バッテリーパックを分解、加工（はんだ付けなど）、加圧、加
熱、水などの液体や火の中へ入れたりしない

■バッテリーパックを電子レンジやオーブンなどで加熱しない
■バッテリーパックを炎天下（特に真夏の車内）など、高温に
なるところに放置しない
液もれ・発熱・発火・破裂の原因になります。

≥ビニール袋などに入れ、金属物と接触させないようにしてください。
≥不要（寿命）になったバッテリーについては、225 ページをご
参照ください。

≥万一、液もれが起こったら、お買い上げの販売店にご相談ください。
液が身体や衣服に付いたときは、水でよく洗い流してください。
液が目に入ったときは、失明のおそれがあります。
目をこすらずに、すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相
談ください。
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必ずお守りください安全上のご注意
危険
■バッテリーパックの充電は、本体または専用充電器を使用する

■ワイヤレス充電する場合は、 マークが付いている充電パッ
ドを使用する

■バッテリーパック VW-VQT380（別売）をワイヤレス充電す
る場合は、 マークが付いている充電パッドを使用する

指定以外の充電器で充電すると、液もれ・発熱・発火・破裂などを
起こし、けがをする原因になります。

■ワイヤレス充電する場合は、バッテリーパックと充電パッド
の間に、金属異物がはさまった状態で充電しない

■バッテリーパック VW-VQT380（別売）をワイヤレス充電す
る場合は、バッテリーパックと充電パッドの間に、金属異物
がはさまった状態で充電しない

発熱や発火、やけどの原因になります。

警告
異常・故障時には直ちに使用を中止する
異常があったときには、バッテリーを外す
・煙が出たり、異常なにおいや音がする
・映像や音声が出ないことがある
・内部に水や異物が入った
・電源プラグが異常に熱い
・本体やACアダプターが破損した
そのまま使うと火災・感電の原因になります。

≥ ACアダプターを使っている場合は、電源プラグを抜いてください。
≥ 電源を切り、販売店にご相談ください。

WX970M

W870M

WX970M

W870M
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安
全
上
の
ご
注
意

警告
雷が鳴り出したら、本機の金属部や AC アダプターなどの電源
プラグに触れない
感電の原因になります。

コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや、交流100 V～
240 V以外での使用はしない
たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による火災の原因になります。

電源プラグを破損するようなことはしない
（傷つける、加工する、熱器具に近づけるなど）
傷んだまま使用すると、感電や、ショートによる火災の原因になります。

≥ プラグの修理は、販売店にご相談ください。

内部に金属物を入れたり、水などの液体をかけたりぬらしたりしない
ショートや発熱により、火災・感電・故障の原因になります。

≥ 機器の近くに水などの液体の入った容器や金属物を置かないでください。
≥ 特にお子様にはご注意ください。

可燃性・爆発性・引火性のガスなどのある場所で使わない
火災や爆発の原因になります。

≥ 粉じんの発生する場所でも使わないでください。

メモリーカードは、乳幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。

≥ 万一、飲み込んだら、すぐに医師にご相談ください。

乗り物の運転中に使わない
事故の誘発につながります。

≥ 歩行中でも周囲の状況、路面の状況に十分注意する。

接触禁止
7



必ずお守りください安全上のご注意
警告
運転者などに向けてビデオライトを点灯しない
事故の誘発につながります。

電源を入れたまま長時間、直接触れて使用しない
本機の温度の高い部分に長時間、直接触れていると低温やけど※の原
因になります。長時間ご使用の場合は、三脚などをお使いください。

※血流状態が悪い人（血管障害、血液循環不良、糖尿病、強い圧迫を
受けている）や皮膚感覚が弱い人などは、低温やけどになりやすい
傾向があります。

ヘッドホン使用時は、音量を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聴くと、聴力が大きく
損なわれる原因になります。

分解、改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因になります。

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しはしない
感電の原因になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災の原因になります。

≥ 傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは、使わないでください。

電源プラグのほこり等は定期的にとる
プラグにほこり等がたまると、湿気等で絶縁不良となり、火災の原因
になります。

≥ 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

分解禁止

ぬれ手禁止
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安
全
上
の
ご
注
意

警告
航空機内では電源を切る※

運航の安全に支障をきたすおそれがあります。

※やむをえずこのような環境でカメラ本体を使用するときは、無線
LAN 機能を使用しないでください。ただし、航空機の離着陸時な
ど、カメラ本体の使用が禁止されている場合もありますので注意し
てください。

満員電車の中など混雑した場所では、付近に心臓ペースメーカー
を装着している方がいる場合があるので、電源を切る
本機からの電波がペースメーカーの作動に影響を与える場合があり
ます。

自動ドア、火災報知機などの自動制御機器の近くでは電源を切る
本機からの電波が自動制御機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作に
よる事故の原因になります。

病院内や医療用電気機器のある場所では電源を切る
本機からの電波が医療用電気機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作
による事故の原因になります。

心臓ペースメーカーを装着している方は装着部から22 cm
以上離す
本機からの電波がペースメーカーの作動に影響を与える場合があり
ます。
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必ずお守りください安全上のご注意
注意
レンズを太陽や強い光源に向けたままにしない
集光により、内部部品が破損し、火災の原因になることがあります。

本機の上に重い物を載せたり、乗ったりしない
倒れたり落下すると、けがの原因になることがあります。
また、重量で外装ケースが変形し、内部部品が破損すると、火災・故
障の原因になることがあります。

異常に温度が高くなるところに置かない
特に真夏の車内、車のトランクの中は、想像以上に高温（約 60 ℃以
上）になります。
本機やバッテリー、ACアダプターなどを絶対に放置しないでください。
火災の原因になることがあります。

≥ また、外装ケースや内部部品が劣化する原因にもなりますのでご注
意ください。

油煙や湯気の当たるところ、湿気やほこりの多いところに置か
ない
電気が油や水分、ほこりを伝わり、火災・感電の原因になることがあ
ります。

ビデオライト点灯中は、照明部を直接見ない
ビデオライトを人の目に近づけて点灯しない
強い光により、目を痛める原因になることがあります。

≥ 乳幼児を撮影するときは、1 m以上離してください。

ビデオライトの点灯部分を直接手で触らない・ごみなどの異物
が付いたまま使わない・テープなどでふさがない
やけどの原因になることがあります。

≥ 点灯中や点灯直後は、しばらく触らないでください。
10



安
全
上
の
ご
注
意

注意
長期間使わないときや、お手入れのときは、電源プラグを抜く
通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、ろう電などにより、火災の
原因になることがあります。

≥ カードは、保護のため取り出しておいてください。

病院内や機内では、病院や航空会社の指示に従う
本機からの電磁波などが、計器類に影響を及ぼすことがあります。

ヘッドホン接続前に、音量を下げる
音量を上げ過ぎた状態で接続すると、突然大きな音が出て耳を傷める
原因になることがあります。

≥ 音量は少しずつ上げてご使用ください。

電源プラグ
を抜く
11



準備

以下の付属品がすべて入っているかお確かめください。
記載の品番は、2014 年 12 月現在のものです。

≥ 包装材料は商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。
≥ 小物部品については乳幼児の手の届かないところに適切に保管してください。

付属品

バッテリーパック

ACアダプター
VSK0815J

HDMI マイクロケーブル
K1HY19YY0038

DCケーブル
K2GHYYS00002

シューアダプター
VYC1055-A

USB 接続ケーブル
K2KYYYY00236

≥ 別売アクセサリー取り付け用（P230）

VW-VQT380
WX970M

VW-VBT380
W870M

レンズフード
SYK0602

WX970M

付属品は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナソニック ストア」でお買い求めいただ
けるものもあります。
詳しくは「パナソニック ストア」のサイトをご覧ください。

http://jp.store.panasonic.com/

パナソニックグループのショッピングサイト
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準
備

∫ 本取扱説明書の機種について
≥ 本書では、HC-WX970M、HC-W870Mの取り扱い方法を記載しています。
≥ 本書内の製品姿図・イラスト・メニュー画面などは実物と多少異なりますが、ご了承ください。
特に記載のないかぎり、画面および本機のイラストは、HC-WX970Mを掲載しております。

≥ 機種により機能が異なります。機能に対応した品番を明記しておりますので、お気をつけくだ
さい。また本書では、機器の品番を下記のように記載しています。

∫ ビデオ撮影時の記録方式について

本機は AVCHD ※ 1、4K MP4 ※ 2、MP4 ※ 2、iFrame ※ 2 の 4 種類の記録方式でビデオ
撮影できます。（P84、85）

本機はAVCHD※1、MP4※2、iFrame※2の3種類の記録方式でビデオ撮影できます。（P84、85）
※1. AVCHD Progressive（1080/60p）に対応しています。
※2. AVCHDの記録方式で記録したビデオと互換性はありません。

AVCHDとは：
ハイビジョンテレビでの再生やディスクの保存※3に適しています。
※3. 1080/60p記録した映像は、以下のように保存してください。
－ HD Writer AE 5.2 でディスクにコピーする
－ AVCHD Progressive 対応の当社製ブルーレイディスクレコーダーにコピーする

4K MP4 とは：
映像編集に適した記録方式です。
≥ フルハイビジョンの4倍の解像度を持つ、4K動画（3840k2160/30p）で記録できます。

MP4 とは：
パソコンでの再生や編集に適した記録方式です。

iFrame とは：
Mac（iMovie など）での再生や編集に適した記録方式です。

∫ 事前に必ず試し撮りをしてください
大切な撮影のときには、必ず事前に試し撮りをし、正常に撮影や録音されていることを
確かめてください。

必ずお読みください

機器の品番 本機での記載
HC-WX970M WX970M

HC-W870M W870M

撮影内容の補償はできません
本機およびSDカードや内蔵メモリーの不具合で撮影や録音されなかった場合の内容の補
償につきましては、当社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
≥ 本製品の使用、または故障により生じた直接、間接の損害につきましては、当社は一切の責任を
負いかねますので、あらかじめご了承ください。また、本機を修理した場合においても同様です。

≥ 本製品によるデータの破損につきましては、当社は一切の責任を負いかねますので、あらか
じめご了承ください。

WX970M

W870M

WX970M

W870M

WX970M
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∫ 本書での記載について
以下のように記載しています。
≥ バッテリーパック→「バッテリー」
≥ SDメモリーカード、SDHCメモリーカード、SDXCメモリーカード→「SDカード」
≥ スマートフォン、タブレット→「スマートフォン」
≥ ビデオ撮影モードで使える機能→
写真撮影モードで使える機能→ 　

≥ 再生モードで使える機能→
再生モード（ビデオのみ）で使える機能→
再生モード（写真のみ）で使える機能→

≥ 記録方式「AVCHD」で記録したシーン→「AVCHDのシーン」
≥
記録方式「4K MP4」で記録したシーン、4K PHOTOモードで記録したシーン→「4K MP4のシーン」

≥ 記録方式「MP4/iFrame」で記録したシーン、MP4（1920k1080/30p）またはMP4（1280k720/
30p）、MP4（640k360/30p）で保存したシーン→「MP4/iFrameのシーン」
≥ 記録モード「iFrame」で記録したシーン→「iFrameのシーン」
≥「ワイプ無し映像同時記録」を「入」に設定してビデオ撮影したときに、通常のシーンとは別に
メインカメラの映像のみを同時記録したシーン→「ワイプ無し映像同時記録したシーン」

≥ 参照いただくページ→P00

∫ 内蔵メモリーの取り扱い
本機は記録メモリーを内蔵しています。ご使用の際は、以下の点に十分お気をつけください。

≥ 内蔵メモリー、カードアクセス（認識、記録、再生、消去など）中に動作中ランプ [ACCESS]（P16）
が点灯します。点灯中に下記の動作を行わないでください。内蔵メモリーが破損したり、本機が正
常に動作しなくなることがあります。
－ 電源を切る（バッテリーを外す）
－ USB接続ケーブルを抜き差しする
－ 振動や衝撃を与える

≥ 本機の廃棄 /譲渡につきましては224ページをお読みください。

∫ 露付き（レンズや液晶モニターが曇るとき）について
露付きは、屋外や寒い部屋から暖かい部屋に持ち込むなど、温度差や湿度差があると起
こります。レンズや液晶モニターの汚れ、かび、故障の原因となりますのでお気をつけ
ください。
温度差のある場所へ持ち込むときは、約 1時間移動先の室温になじませると、露付きを
防止することができます。（温度差が激しい場合は、ビニール袋などに本機を入れ、空気
を抜き、密閉してください）
露付きが起こった場合、バッテリーや ACアダプターを外して、約 1時間ほどそのまま
にしておいてください。周囲の温度になじむと曇りが自然に取れます。

定期的に保存（バックアップ）をする
内蔵メモリーは一時的な保管場所です。静電気や電磁波、破損、故障などで大切なデー
タが消失しないよう、パソコンやディスクなどにコピーしてください。（P202）

WX970M
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1 スピーカー
2 シューアダプター取り外しレバー
[SHOE ADAPTOR RELEASE]
（P230）

3 撮影 / 再生ボタン［ / ］（P26）
4 傾き補正ボタン [ ]（P51）
5 Wi-Fi®ボタン（P145、151、154、
160、162、166、181、184）

6 電源ボタン [ ]（P25）
7 バッテリー取り外しレバー［BATT］
（P18）

8 USB 端子（P132、138、207）
9 マイクロHDMI 端子（P124）
10 A/V 端子（P124、139）
11 MIC端子
≥ プラグインパワー対応のマイクも外部マ
イクとして使えます。
（ステレオミニジャック）
≥「マイクレベル」（P92）の設定を「オー
ト」以外に設定しているときに外部マイク
を接続すると、 （マイクレベルメー
ター）が表示されます。
≥ マイクによっては「ブー」という音が出る
ことがあります。この場合は、バッテリー
でのご使用をお勧めします。

12 内蔵マイク
13 レンズカバー
≥ ビデオ撮影モードまたは写真撮影モード
にすると開きます。（P26）

14 マルチマニュアルダイヤル
［CAMERA FUNCTION］（P68、93）

15 ビデオライト（P80、96）
16
レンズ（LEICA DICOMAR）
≥ 付属のレンズフードの取り付けについては、
31ページをお読みください。

レンズ

各部の名前

1 2 3

4
5

6

7

98 1110

13

14

15

16

12

WX970M

W870M
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17 シューアダプター取り付け部
[SHOE ADAPTOR]（P230）

18 動作表示ランプ（P25、173）
19 撮影開始 / 一時停止ボタン（P33）
20 タッチパネル / 液晶モニター（P27）

21 バッテリー取り付け部（P18）

22 ショルダーストラップ取り付け部
（P230）

23 三脚取り付け穴
≥ ねじの長さが5.5 mm以上の三脚を取り付
けると、本機を傷つける場合があります。
当社標準三脚 VW-CT45（別売）をお使い
になることをお勧めします。

24 カード扉（P24）
25 動作中ランプ [ACCESS]（P24）
26 カード挿入部（P24）
27 フォトショットボタン [ ]（P34）
28 撮影時：ズームレバー［W/T］（P50）
再生時：ボリュームレバー[－VOL＋]（P38）
サムネイル表示切り換え [ / ]（P37）

29 NFCタッチ部 [ ]
（P147、155、194）

23

24 25
26

27

28 29

18

17

222120

19

90°

180°

90°
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30 Wi-Fi 送信部（P144）
31 グリップベルト

1 ベルトをめくる
2 手の大きさに合わせて長さを調整する
3 ベルトを留める

32 ヘッドホン出力端子 [ ]（P82）
33 DC入力端子 [DC IN]（P19）

34 サブカメラ（P52）
35 赤外線ライト（P81）
36 サブカメラダイヤル（P52）

34

35

30
31

33

32

36




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¥電源ボタンを押して、電源を切る（P25）

バッテリーを図の向きに取り付ける

電源の準備

本機で使えるバッテリー（2014 年 12 月現在）
本機で使えるバッテリーは VW-VQT380/VW-VBT380/VW-VBT190です。
¥本機には、使用できるバッテリーを判別する機能があり、専用バッテリー（VW-VQT380/

VW-VBT380/VW-VBT190）は、この機能に対応しています。（P225）

パナソニック純正品に非常によく似た外観をした模造品のバッテリーが一部国内外
で流通していることが判明しております。このようなバッテリーの模造品の中には、
一定の品質基準を満たした保護装置を備えていないものも存在しており、そのような
バッテリーを使用した場合には、発火・破裂等を伴う事故や故障につながる可能性が
あります。安全に商品をご使用いただくために、バッテリーを使用するパナソニック
製の機器には、弊社が品質管理を実施して発売しておりますパナソニック純正バッテ
リーのご使用をお勧めいたします。
なお、弊社では模造品のバッテリーが原因で発生した事故・故障につきましては、一切
の責任を負いかねますのでご了承ください。

バッテリーを付ける / 外す

バッテリーを外すには
必ず動作表示ランプが消灯するまで、電源
ボタンを押し続けて電源を切り、落下させ
ないよう手で支えて取り外してください。

「カチッ」と音がして、
ロックがかかるまで押し込む

矢印の方向に
スライドさせた
状態で取り外す
18
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¥充電は周囲の温度が10 ℃～30 ℃（バッテリーの温度も同様）のところで行うことをお勧めし
ます。

¥ACアダプター、DCケーブルは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでください。
また、他の機器のACアダプター、DCケーブルを本機に使用しないでください。

¥電源を入れているときはバッテリーは充電できません。

1 DCケーブルをACアダプターと本機のDC入力端子につなぐ
≥ DCケーブルは、奥に突き当たるまで差し込んでください。

2 ACアダプターを電源コンセントに差し込む
動作表示ランプが約 2秒間隔（約 1秒点灯、約 1秒消灯）で赤色点滅し、充電が
始まります。充電が完了すると消灯します。

∫ 電源コンセントにつないで使うときは
AC アダプターを接続して本機の電源を入れると、コンセントから電源を供給しながら
使用できます。
AC アダプターに接続して撮影する場合は、停電やコンセント抜けで電源が切れることを
防ぐため、バッテリーと併せて使用してください。

∫ 他の機器につないで充電するには
他の機器とUSB接続ケーブル（付属）でつないでバッテリーを充電することができます。
詳しくは 208ページをお読みください。

お知らせ
≥ 動作表示ランプの点滅速度が速いときや遅いときは226ページをお読みください。
≥ 海外でお使いになる場合は238ページをお読みください。

バッテリーを充電する

お買い上げ時、バッテリーは充電されていませんので、十分に充電してから
お使いください。

ACアダプターで充電する
19



バッテリーパック VW-VQT380（WX970M 付属 /W870M 別売）で、 （チー）マークが
付いているワイヤレス充電パッドを使用すると、充電エリアの上に置くだけでバッテ
リーを充電することができます。

図のようにバッテリーを充電エリア内に置く

≥ バッテリーの▲マークが上向きになるように置いてください。また、充電エリアの中央になるよう
に置いてください。

≥ 詳しくは、ワイヤレス充電パッドの取扱説明書をお読みください。

お知らせ
≥ バッテリーを充電エリア外に置くと充電できません。
≥ ワイヤレス充電するときは、下記の当社製品を推奨します。（2014年 12月現在）
－ ワイヤレス充電パッド（品名 /品番：無接点充電パッド /QE-TM102）

ワイヤレス（無接点）充電する

このマークが付いている製品は、ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）による無接点充電規格に適合しています。
規格に適合している充電パッドなら、メーカー・機種に関係なく充電す
ることができます。（機器によってはうまく動作しない場合があります。
本製品およびご使用になる充電パッドの説明書をよくお読みください）

および マークは、ワイヤレスパワーコンソーシアム（WPC）の商
標です。

充電エリア
20
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∫ 充電時間 /撮影可能時間（温度25℃ / 湿度 60％RH）

※1. 画面に が表示されている場合を含む
※2. のみ

¥充電時間はバッテリーを使い切ってから充電した場合の時間です。高温 /低温時など、使用状況
によって充電時間、撮影可能時間は変わります。

充電時間と撮影可能時間の目安

バッテリー品番
[電圧 /容量（最小）]

充電時間
（カッコ内は
USB充電時）

記録方式 記録モード
連続撮影可能時間
（カッコ内はサブ
カメラ撮影時※1）

実撮影可能時間
（カッコ内はサブ
カメラ撮影時※1）

VW-VQT380
（WX970M付属 /

W870M別売）
VW-VBT380

（W870M付属 /
WX970M別売）
[3.6 V/3880 mAh]

約3時間
45分

（約9時間
45分）

AVCHD

1080/60p 約3時間 25分
（約 2時間 50分）

約1時間45分
（約1時間25分）

PH

約3時間 30分
（約 2時間 50分）

約1時間45分
（約1時間25分）

HA、HG 約1時間50分
（約1時間25分）

HE 約1時間50分
（約1時間30分）

4K MP4※2 2160 約3時間
（約2時間30分）

約1時間30分
（約1時間15分）

MP4/
iFrame

1080/50M 約3時間 25分
（約 2時間 45分） 約1時間45分

（約1時間25分）
1080/28M 約3時間 25分

（約 2時間 50分）

720
約4時間

（約3時間 10分）

約2時間5分
（約1時間35分）

iFrame 約2時間5分
（約1時間40分）

VW-VBT190（別売）
[3.6 V/1940 mAh]

約2時間
20分

（約5時間
20分）

AVCHD
1080/60p 約1時間35分

（約1時間20分） 約50分
（約40分）PH、HA、

HG、HE
約1時間40分

（約1時間20分）

4K MP4※2 2160 約1時間25分
（約1時間10分）

約45分
（約35分）

MP4/
iFrame

1080/50M 約1時間35分
（約1時間 15分） 約50分

（約40分）
1080/28M 約1時間35分

（約1時間20分）
720、
iFrame

約1時間50分
（約1時間30分）

約55分
（約45分）

バッテリー品番
[電圧 /容量（最小）]

ワイヤレス
充電時間

※3. 当社製ワイヤレス充電パッド QE-TM102（別売）で
充電した場合

VW-VQT380
（WX970M付属 /

W870M別売）
[3.6 V/3880 mAh]

約6時間
25分※3

WX970M
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お知らせ
≥ 実撮影可能時間とは、撮影 /停止、電源の入 / 切、ズーム操作などを繰り返したときに撮影でき
る時間です。

≥ 使用後や充電後はバッテリーが温かくなりますが、異常ではありません。

バッテリー残量表示について
≥ バッテリーの残量が少なくなるに従って、 → → → → と表示が変
わります。3分以下になると が赤色になり、容量がなくなると が点滅します。

≥ タッチ操作しない状態が続くと表示は消えますが、バッテリーの残量が30分以下になると
常時表示されます。

≥ パナソニック製バッテリー使用時は、バッテリー残量時間が表示されます。
バッテリー残量時間は使用状況によって変わります。

≥ ACアダプターや他社製バッテリー使用時は、バッテリー残量時間は表示されません。
22
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本機は SDカードまたは内蔵メモリーにビデオや写真を記録することができます。
SDカードに記録したい場合は下記をお読みください。

¥使えるカードは 2014年 12月現在のものです。

∫ ビデオ撮影時のスピードクラスについて
「記録方式」（P84）および「記録モード」（P85）によって必要なカードが異なります。
以下の SDスピードクラスに対応したカードをお使いください。
対応していないカードをお使いの場合は、撮影が突然停止することがあります。
≥ SDスピードクラスとは、連続的な書き込みに関する速度規格です。カードのラベル面などで
ご確認ください。

※ のみ
¥ 以下の場合にビデオ撮影するときは、SDスピードクラスが10のSDカードをお使いください。
SDスピードクラスが10未満の場合、撮影が突然停止することがあります。
－ スーパースローモード（P66）
－ 
4K PHOTOモード（P67）

－ 「ワイプ無し映像同時記録」を「入」に設定時（P57）

カードに記録するには

本機で使えるカード

カードの種類 記録容量
SDメモリーカード 512 MB ～ 2 GBまで
SDHCメモリーカード 4 GB～ 32 GBまで
SDXCメモリーカード 48 GB/64 GB
¥SDHCメモリーカード/SDXCメモリーカードを他の機器で使う場合は、各メモリーカード
に対応しているか確認してください。

≥ Eye-Fi 連動機能（P140）を使うには、Eye-Fi X2 シリーズのSDカードが必要です。
≥ 上記以外のSDカードは動作保証しておりません。また、32 MB以下のSDカードはビデオ
撮影に使用できません。

≥ すべてのSDカードの動作を保証するものではありません。
≥ SDHCロゴのない4 GB以上のメモリーカードやSDXCロゴ
のない 48 GB 以上のメモリーカードは、SD 規格に準拠し
ていないため使用できません。

≥ SDカードの書き込み禁止スイッチを図のように「LOCK」側
にすると、書き込みやデータの消去、フォーマットができな
くなります。戻すと可能になります。

記録方式 記録モード スピードクラス 表示の例
4K MP4※ 2160

Class10
MP4/iFrame

1080/50M

1080/28M、720、iFrame
Class4 以上

AVCHD すべて

最新情報は、下記サポートサイトでご確認ください。
http://panasonic.jp/support/video/connect/

32
書き込み禁止
スイッチ

WX970M

WX970M
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1 カード扉を開いて、カード挿入部にSDカードを入れる（出す）
≥ 入れるときはラベル面を図の方向に向けて、「カチッ」と音がするまでまっすぐ押し込ん
でください。

≥ 出すときは、SDカードの中央部を押し込んで、まっすぐ引き抜いてください。

2 カード扉を閉じる
≥「カチッ」と音がするまで確実に閉じてください。

お知らせ
≥ SDカードの裏の接続端子部分に触れないでください。
≥ SDカードの取り扱いについて詳しくは227ページをお読みください。

SD カードを入れる / 出す

当社製以外のSDカードや他の機器でお使いになったSDカードを本機で初めてお使
いの場合は、まずフォーマットしてください。（P47）
フォーマットすると、SD カードに記録されているすべてのデータは消去され、元に
戻すことはできません。

動作中ランプ［ACCESS］
≥ 内蔵メモリーやカードア
クセス（認識、記録、再生、
消去など）中に点灯します。

ラベル面

動作中ランプの消灯を確認してください。
24
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電源ボタン、液晶モニターの開閉で電源を入 / 切できます。

液晶モニターを開き、電源ボタンを押して電源を入れる

液晶モニターを開くと電源が入り、閉じると電源が切れます。
通常ご使用の際は、液晶モニターで電源を入 / 切すると便利です。
≥ ビデオ撮影中またはWi-Fi 接続中は、液晶モニターを閉じても電源は切れません。
≥ 以下の場合は、液晶モニターを開いても電源は入りません。電源ボタンを押して、電源を入れ
てください。
－ お買い上げ時
－ 電源ボタンで電源を切った場合

∫ 高温異常検知について
本機使用中に本機内部の温度が上昇すると、メッセージが表示され、数分後に自動的に
電源が切れます。
≥ 温度が下がるのを待ってから使用してください。

本機内部の温度が高い状態でWi-Fi 機能を使用しようとすると、メッセージが表示され、
Wi-Fi 機能が使用できません。
≥ 温度が下がるのを待ってから使用してください。

電源を入れる / 切る

電源ボタンで電源を入れる /切る

液晶モニターで電源を入れる / 切る

【電源を切るには】
動作表示ランプが消灯するまで、
電源ボタンを押し続けてください。

動作表示ランプが点灯します。

動作表示ランプ
25



撮影 / 再生ボタンを押すと、撮影モード（ビデオ撮影モード / 写真撮影モード）と再生
モードを切り換えることができます。
撮影モード時に撮影切り換えアイコンをタッチすると、ビデオ撮影モードと写真撮影
モードを切り換えることができます。

液晶モニター（タッチパネル）に表示される撮影切り換えアイコンをタッチして、ビデ
オ撮影モードと写真撮影モードを切り換えます。

1 撮影 / 再生ボタンを押して、
撮影モードに切り換える
≥ 画面に撮影切り換えアイコンが表示されます。

2 撮影切り換えアイコンをタッチする
≥ タッチパネルの操作については、27ページをお
読みください。

【撮影切り換えアイコンを表示させるには】
タッチしない状態が続くと、撮影切り換えアイコンの表示が消えます。再度表示させる
には画面をタッチしてください。

お知らせ
≥ 写真撮影モード時または再生モード時に撮影開始/一時停止ボタンを押すと、ビデオ撮影モード
に切り換わります。ビデオ / 写真の再生中などは、撮影開始 / 一時停止ボタンを押しても切り
換わらない場合があります。

モードを選ぶ

ビデオ撮影モード（P33） ビデオを記録します。
写真撮影モード（P34） 写真を記録します。
再生モード（P36、97） ビデオや写真を再生します。

撮影モードと再生モードを切り換える

ビデオ撮影モードと写真撮影モードを切り換える

ビデオ撮影モード時

写真撮影モード時

撮影 /再生ボタン
ボタンを押して、撮影モードと再生モードを
切り換えます。
≥ 電源を入れたときは、撮影モードで起動します。

（ビデオ撮影モード時）

撮影切り換えアイコン
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指で液晶モニター（タッチパネル）を直接タッチして操作します。

∫ タッチする
タッチパネルを押して離す動作で選択します。
≥ アイコンの中央部をタッチしてください。
≥ タッチパネルに触れている状態で、他の箇所をタッチ
しても動作しません。

∫ タッチしながらスライドする
タッチパネルを押したまま動かす動作です。

∫ よく使うアイコンについて
/ / / ：

ページを切り換えたり、設定するときにタッチします。

：
前の画面に戻るときにタッチします。

タッチパネルの操作について
27



（くるくる回転メニューバー）の （左側）/ （右側）をタッチして操
作アイコンを切り換える
≥ くるくる回転メニューバーをタッチしながら左右にスライドさせて、操作アイコンを切り換え
ることもできます。

A 表示する操作アイコンを変更することができます。（P44）
B インテリジェントオートプラスモード（P61）、クリエイティブコントロールモード
（P61）のジオラマ撮影 /8 ミリムービー / サイレントムービーモード時のみ表示さ
れます。

C クリエイティブコントロールモード（P61）のインターバル記録時、シーンモード時
（P65）、HDR動画モード時（P64）、4K PHOTOモード時※（P67）、スーパース
ローモード時（P66）、かんたんコマ撮りモード時（P67）、マニュアルモード時
（P68）のみ表示されます。
D マルチマニュアルダイヤルでの画質調整時のみ表示されます。（P93）
※ のみ

【くるくる回転メニューバーを表示させるには】

お知らせ
≥ ボールペンなど、先のとがった硬いものでタッチしないでください。

くるくる回転メニューバーを使う

T

W

MENU

ALL

MENU

T

W

FOCUS

WB

SHTR

IRIS

  

くるくる回転メニューバー

撮影モード時 再生モード時

WX970M

撮影時はタッチ操作しない状態が続くと、くるくる回
転メニューバーの表示が消えます。
再度表示させるには、 をタッチしてください。
28
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1 メニュー設定する（P39）

2 合わせる項目（年/月/日/時/分）をタッチし、 / で数字を合わせる

≥ 2000年から2039年まで設定できます。

3 「決定」をタッチする
≥「終了」をタッチして設定を終了します。

お知らせ
≥ 時刻表示が「ーー」のときは、内蔵日付用電池が消耗しています。内蔵日付用電池を充電する
には、本機に AC アダプターをつなぐかバッテリーを取り付けてください。電源を切った状態
でも充電しています。約24時間そのままにしておくと、約4か月間時計設定を記憶します。

時計を設定する

お買い上げ時は時計設定はされていません。必ず時計設定を行ってください。
¥電源を入れたとき、「お住まいの地域と時計を設定してください。」というメッセージが表示
される場合があります。「はい」を選び、以下の操作で設定してください。
－ 「ワールドタイム設定」（P40）の手順3
－ 「時計を設定する」の手順2～3

：「セットアップ」→「時計設定」MENU

ワールドタイム設定表示（P40）：
（ホーム）/ （旅行先）
29
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∫ 基本的な構え方

≥ 撮影時には、足場が安定していることを確認し、ボールや競技者などと衝突するおそれがある
場所では周囲に十分お気をつけください。

≥ 屋外では、なるべく太陽を背にして撮影してください。逆光では被写体が暗く撮影されます。
≥ 脇を締め、足を少し開き、体が安定した状態で構えてください。
≥ マイク部を手などで塞がないでください。

∫ 基本的なビデオ撮影のしかた
≥ 本機を固定して撮影するのが基本です。
≥ 本機を動かして撮影する場合は、ゆっくりと一定の速さで動かします。
≥ ズーム操作は近くで撮影できない被写体を撮影するときに便利ですが、ズームイン /
ズームアウトを多く使いすぎると、見づらい映像になる場合があります。

∫ 自分自身を映すには（対面撮影）
液晶モニターをレンズ側に回転させる
≥ 液晶モニターに映る映像が鏡のように左右反転しますが、
記録される映像は通常どおりです。

≥ 画面表示は一部だけになります。°が表示されたときは、
液晶モニターを元に戻して、メッセージ表示を確認してく
ださい。（P215）

∫ 撮影場面に合わせた設定例
大切な撮影の前には、どの設定でどのように撮れるか、試しておきましょう。
以下の設定は目安です。

≥ 内蔵マイクの音質を、撮影場面に合わせた音質に設定することもできます。（P90）

撮影前の確認

体育館 ホワイトバランス（P69）→ （屋内 2）または （セットモード）

披露宴 /舞台 /
発表会など インテリジェントオート（P59）

動きの速いシーン
（ゴルフの
フォームなど）

シーンモード（P65）→ （スポーツ）
ホワイトバランス（P69）→オート
フォーカス（P71）→マニュアル

打ち上げ花火 シーンモード（P65）→ （花火）

運動会 ホワイトバランス（P69）→オート

両手でしっかりと持つ グリップベルトに手を通す 腰のあたりで構えるときは
撮影ボタンアイコンを使う
と便利です
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∫ レンズフードを付ける /外す [WX970M]
日差しの強い中や逆光時などにレンズに入る余分な光を軽減し、よりきれいに撮影できます。

【取り付け方】
1）レンズフードを本機に合わせる

≥ レンズフードの LOCK、UNLOCK部分が
上から見えるように取り付けてください。

2）レンズフードの取り付けねじを LOCK側に
回して締める

【取り外し方】
レンズフードの取り付けねじをUNLOCK 側に
回し、ねじをゆるめて取り外す

≥ フィルターキット（別売）やコンバージョンレンズ（別売）
をお使いの場合は、レンズフードを外してお使いください。

お知らせ
≥ ナイトモード（赤外線）をお使いの場合は、レンズフードを外してお使いください。（P81）

取り付け
ねじ
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ビデオを記録するメディアと写真を記録するメディアを、それぞれカードまたは
内蔵メモリーに設定できます。

1 撮影モードにする（P26）
2 メニュー設定する（P39）

3 ビデオを記録するメディアと
写真を記録するメディアをタッチする
≥ ビデオと写真それぞれに設定したメディアが
黄色の枠で囲まれます。

4 「決定」をタッチする

記録するメディアを選ぶ

：「メディア選択」MENU
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1 液晶モニターを開いて、
ビデオ撮影モードにする（P26）

2 撮影開始 /一時停止ボタンを
押して撮影を始める

3 撮影開始 /一時停止ボタンを
もう一度押して撮影を停止する
≥ 撮影ボタンアイコンをタッチして撮影を開始 /停止することもできます。

∫ ビデオ撮影時の画面表示について

≥ タッチ操作しない状態が続くと、画面表示が消えます。再度表示する場合は、画面をタッチし
てください。（P40）

≥ 残り記録可能時間は30分以下になると常時表示されます。

お知らせ
¥ビデオ撮影中に撮影 / 再生ボタンを押すと、撮影を停止して再生モードに切り換わります。
¥記録方式を切り換えるには、「記録方式」または「記録モード」を変更してください。（P84、85）
¥ビデオ撮影中に写真を記録することもできます。（P35）
≥ 撮影を開始してから停止するまでが1シーンとして記録されます。以下の条件で撮影した場合、
約4 GBまたは約30分を超えたシーンは自動的に分割されます。（撮影は続きます）
－ 
「記録方式」を「4K MP4」に設定時、または4K PHOTOモード時

－ 「記録方式」を「MP4/iFrame」に設定時
≥（SDカード1枚、または内蔵メモリーの最大記録数）

≥ SDカードまたは内蔵メモリーに4K MP4のシーン※とMP4/iFrameのシーン、写真が記録さ
れている場合、シーンの最大記録数と日付別の最大記録数は上記の表よりも少なくなります。

※ のみ
≥ 撮影中に液晶モニターを閉じても撮影は続きます。
≥ 外部マイクの端子をMIC端子に抜き差しする場合は、一時停止状態で行ってください。
≥ 記録可能時間の目安については241ページをお読みください。

ビデオを撮る

記録モード

残1時間 20 分 残り記録可能時間の目安
≥ 1分未満になると赤色点滅します。

0h00m00s

撮影の経過時間
≥ h は「hour（時間）」、mは「minute
（分）」、sは「second（秒）」を省
略した表示です。

≥ 撮影の一時停止ごとに0h00m00s
に戻ります。

記録方式 AVCHD 4K MP4※、MP4/iFrame
シーン 約3900 約 89100

日付別（P101） 約900 約 900

T

W

撮影を開始すると
;が¥に変わります。

撮影ボタンアイコン

0h00m00s0h00m00s0h00m00s
残 残 1時間時間2020分残 1時間20分

WX970M

WX970M
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1 液晶モニターを開いて、
写真撮影モードにする（P26）

2 （オートフォーカス時のみ）
フォトショットボタンを
半押しする

3 全押しする

お知らせ
≥ 手ブレ補正（P74）を （MODE1）に設定していると、フォトショットボタンの半押し時
に、 （MEGA OIS）が表示され手ブレ補正の効果が高くなります。

≥ 暗い場所ではシャッター速度が遅くなりますので、三脚の使用をお勧めします。
≥ ピントを合わせたい被写体にタッチするだけで写真を撮ることもできます。
（タッチシャッター：P77）
≥ 撮影条件やメニュー設定によっては、シャッターチャンスマークやフォーカス合焦枠が表示さ
れない場合があります。

写真を撮る

1/100
OPEN 0dB

シャッターチャンスマーク
○（白点滅）：ピント合わせ中
●（緑点灯）：ピントが合ったとき
マークなし ：ピントが合わなかったとき

（半押し時）

シャッター
チャンスマーク
フォーカス合焦枠

ピピッ

カシャ

MEGA
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∫ 写真撮影時の画面表示について

∫ フォーカス合焦枠について
ピントが合わない（合焦しない）場合は、合焦枠を以下のようにしてください。

¥ビデオ撮影モードにする（P26）

フォトショットボタンを全押し（下まで押す）して撮影する
≥ ビデオ撮影中でも写真を記録することができます。（同時記録）
≥ 写真記録中は、 が赤くなり残り記録可能枚数が表示されます。
≥ 写真撮影時はシャッター音は出ません。

お知らせ
≥ セルフタイマー（P80）は働きません。
≥ ビデオ撮影中の同時記録やPRE-REC中は、ビデオ撮影を優先するため、通常の写真撮影時と
画質が異なります。

≥
記録方式「4K MP4」設定時、または4K PHOTOモードでビデオ撮影中またはPRE-REC中
は同時記録できません。

≥ ビデオ撮影中に同時記録をすると、ビデオ撮影の残り記録可能時間が短くなります。電源を切
るか撮影 /再生ボタンを押すと、残り記録可能時間が長くなる場合があります。

≥ 写真の残り記録可能枚数の表示は最大9999枚です。残り記録可能枚数が9999枚を超える場
合は、「残9999＋」と表示されます。写真を記録しても表示は9999枚以下になるまで変わ
りません。

≥ 撮影条件によって記録にかかる時間が長くなる場合があります。

写真動作表示（P212）

残 3000 残り記録可能枚数
≥「0」になると赤色点滅します。

記録画素数（P94）

MEGA OIS（P34）

手ブレ補正（P74）

AF 補助光（P96）

ビデオ撮影モードでの写真撮影について

MEGA
30003000

2.1M

≥ タッチ操作しない状態が続くと、画面
表示が消えます。再度表示する場合は、
画面をタッチしてください。
≥ 残り記録可能枚数は 200 枚以下にな
ると常時表示されます。

2.1M

MEGA

WX970M
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1 再生モードにする（P26）
2 プレイモード選択アイコンをタッチする（P28）
≥ メニューからも設定できます。
「ビデオの管理」または「写真の管理」→「メディア、ビデオ /写真」（P39）

3 再生したいメディアとビデオ /写真をタッチする

≥「決定」をタッチしてください。
≥

「4K MP4」をタッチした場合は、サムネイル表示に記録モードアイコンが表示されます。（ ）
≥「 」をタッチした場合は、ワイプ無し映像同時記録したシーンが表示されます。
また、サムネイル表示に記録モードアイコン（ ）が表示され、サムネイルに以下の
アイコンが表示されます。
－ ワイプ無し映像同時記録したAVCHD「PH」のシーン：
－ ワイプ無し映像同時記録したAVCHD「HA」のシーン：
－ ワイプ無し映像同時記録したAVCHD「HG」のシーン：
－ ワイプ無し映像同時記録したAVCHD「HE」のシーン：

4 （「AVCHD」または「MP4/iFrame」をタッチした場合）
再生したい記録方式をタッチする
¥「AVCHD」選択時 ¥「MP4/iFrame」選択時

≥ 項目をタッチするとサムネイル表示に記録モードアイコンが表示されます。
（ 、 、 、 、 （赤色）、 （赤色）、 （赤色）、

（赤色）、 ）

ビデオ / 写真を再生する

ALLALL

サムネイル表示

プレイモード
選択アイコン

（SDカードにビデオ撮影をした場合の画面です）
記録モードアイコン












A メディア
B ビデオ
C 写真

WX970M W870M

WX970M

「ALL AVCHD」/「1080/60p」/
「1080/60i」

「ALL MP4/iFrame」/「1080/60p」/
「1080/30p」/「720/30p」/
「360/30p」/「iFrame」
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≥「ALL AVCHD」または「1080/60i」をタッチすると、サムネイルに以下のアイコンが
表示されます。
－ AVCHD「1080/60p」のシーン：
－ AVCHD「PH」のシーン ：
－ AVCHD「HA」のシーン ：
－ AVCHD「HG」のシーン ：
－ AVCHD「HE」のシーン ：

≥「ALL MP4/iFrame」をタッチすると、サムネイルに以下のアイコンが表示されます。
－ MP4「1080/60p」のシーン ： （青色）（記録モード「1080/50M」）

（記録モード「1080/28M」）
－ MP4「1080/30p」のシーン ：
－ MP4「720/30p」のシーン ：
－ MP4「360/30p」のシーン ：
－ iFrameのシーン ：

≥「MP4/iFrame」の「1080/60p」をタッチすると、MP4「1080/50M」のシーンの
サムネイルに が表示されます。

5 再生するシーンまたは写真をタッチする
≥ 次の（前の）ページを表示するには
－ サムネイル表示をタッチしながら上に（下に）スライドする
－ くるくる回転メニューバーを切り換えて、サムネイルスクロールレバー

の （上側）/ （下側）をタッチする

6 操作アイコンをタッチして再生操作する

※2回タッチすると、早戻し /早送り速度が速くなります。（画面表示が / になります）
≥ タッチ操作しない状態が続くと、操作アイコンや画面表示が消えます。
再度表示する場合は、画面をタッチしてください。

∫ サムネイル表示の切り換え
サムネイル表示時に、ズームレバーを 側、 側に操作すると、サムネイル表示が
以下の順で切り換わります。

20シーン 9シーン 1シーン ハイライト & 時間検索※（P99）

※ ハイライト & 時間検索はビデオ再生時のみとなります。
≥ 撮影/再生ボタンを押して撮影モード/再生モードを切り換えると、9シーン表示
に戻ります。

≥ 1シーン表示にする、または20シーン/9シーン表示時にサムネイルを長押し
すると、ビデオ再生時は撮影日と記録時間が、写真再生時は撮影日とファイ
ル番号が表示されます。

ビデオ再生 写真再生

1/; 再生 /一時停止 1/; スライドショーの
開始 /一時停止

6 早戻し再生※ 2; 前の写真を再生
5 早送り再生※ ;1 次の写真を再生

∫ 停止してサムネイ
ル表示に戻る

∫ 停止してサムネイ
ル表示に戻る

0h01m30s0h01m30s0h01m30s

操作アイコン
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∫ 音量調整
ビデオ再生時のスピーカー / ヘッドホン音量を
調整するには、ボリュームレバーを操作してく
ださい。

お知らせ
≥ 通常のビデオ再生以外では音声は出ません。
≥ ビデオ再生の一時停止を約5分続けると、サムネイル表示に戻ります。
≥ ビデオ再生の経過時間表示は、シーンごとに0h00m00sに戻ります。
≥「ALL AVCHD」または「ALL MP4/iFrame」を選択して再生すると、シーンの切り換わりで
画面が一瞬黒くなる場合があります。

＋側：音量を上げる
－側：音量を下げる

ビデオの互換性について
≥ 本機はAVCHD Progressive/AVCHD/MPEG-4 AVCファイル規格に準拠しています。
≥ 各規格に対応した機器であっても、他の機器で記録したビデオの本機での再生、本機で記録
したビデオの他の機器での再生は、正常に再生されなかったり、再生できない場合がありま
す。（お使いの機器の説明書で対応を確認してください）

≥ 本機以外で撮影された動画は、本機では取り扱いできません。

写真の互換性について
≥ 本機は一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）にて制定された統一規格DCF（Design
rule for Camera File system）に準拠しています。

≥ 他の機器で記録/作成した写真の本機での再生、本機で記録した写真の他の機器での再生は、
正常に再生されなかったり、再生できない場合があります。

≥ 再生機器によっては、記録した写真の記録画素数と異なる記録画素数で再生する場合があり
ます。
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¥くるくる回転メニューバーの の （左側）/ （右側）をタッチして、 を表示させる
（P28）

1 をタッチする

2 トップメニューをタッチする

3 サブメニューをタッチする

≥ / をタッチすると、次の（前の）
ページを表示します。

4 項目をタッチして設定する
5 「終了」をタッチしてメニュー設
定を終了する

∫ ガイド表示について
をタッチしてからサブメニューや項

目をタッチすると、機能の説明と設定確認
のメッセージが表示されます。
≥ メッセージ表示後、ガイド表示設定は解除

されます。

メニュー設定する
MENU

MENU

MENU

トップメニュー

サブメニュー
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画面情報表示の表示方法を設定します。

29ページをお読みください。

お住まいの地域と旅行先を選び、旅行先の時刻を表示、記録することができます。
1）メニュー設定する

≥「ホーム」（お住まいの地域）が設定されていない場合、メッセージが表示されます。
「決定」をタッチして、手順3に進んでください。

2）（お住まいの地域を設定する場合のみ）
「ホーム」をタッチする
≥「決定」をタッチしてください。

3）（お住まいの地域を設定する場合のみ）
/ をタッチしてお住まいの地域を選択し、

「決定」をタッチする
≥ サマータイム（夏時間）にするには、「サマータイム
設定」をタッチしてください。 が表示されサ
マータイム設定になり、GMT（グリニッジ標準時）と
の時差が1時間進みます。もう一度タッチすると元に
戻ります。
「サマータイム時計連動設定」を「入」に設定すると、
現在の時刻も1時間進みます。（P41）

4）（旅行先の地域を設定する場合のみ）
「旅行先」をタッチする
≥「決定」をタッチしてください。
≥ 初めてホームを設定した場合のみ、続けてホーム /旅行先の選択画面が表示されます。
すでにホームを設定している場合は、手順1のメニュー設定を行ってください。

セットアップメニューを使う

画面表示

：「セットアップ」→「画面表示」→希望の設定

5秒：撮影モード起動時、再生開始時または画面タッチ時に、
5秒間画面に情報を表示します。

入 ：常時表示します。

時計設定

ワールドタイム設定

：「セットアップ」→「ワールドタイム設定」

MENU

MENU

現在の時刻

GMT（グリニッジ標準時）
との時差
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5）（旅行先の地域を設定する場合のみ）
/ をタッチして旅行先の地域を選択し、

「決定」をタッチする
≥ サマータイム（夏時間）にするには、「サマータイム設定」
をタッチしてください。 が表示されサマータイム設
定になり、ホームとの時差が 1 時間進みます。もう一度
タッチすると元に戻ります。
「サマータイム時計連動設定」を「入」に設定すると、旅行
先の時刻も1時間進みます。

≥「終了」をタッチして設定を終了してください。 が
画面に表示され旅行先の時刻になります。

【時刻表示をホームに戻すには】
手順 1～ 3でホームを設定し、「終了」をタッチして設定を終了してください。

お知らせ
≥ 画面に表示される地域で旅行先が見つからない場合は、ホームからの時差を参考に設定してください。

「ワールドタイム設定」でサマータイム設定にすると、以下の時間を 1時間進めます。
－ お住まいの地域を設定する場合：現在の時刻
－ 旅行先の地域を設定する場合 ：旅行先の時刻

年月日・時刻の表示を切り換えられます。

お知らせ
≥ 撮影切り換えアイコンの表示中は、日時が表示されません。（P26）
≥ タッチシャッター設定時は、撮影切り換えアイコンが常に表示されるため、日時が表示されません。

サマータイム時計連動設定

：「セットアップ」→「サマータイム時計連動設定」→希望の設定

入：サマータイム設定時に時間を変更します。
切：サマータイム設定時に時間を変更しません。

日時表示

：「セットアップ」→「日時表示」→希望の表示

「日付」/「日時」/「切」

旅行先の時刻

ホームとの時差

MENU

MENU
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年月日の表示スタイルを切り換えられます。

ズームボタンアイコン（ / ）と撮影ボタンアイコン（ ）の表示方法を設定し
ます。

76ページをお読みください。

125 ページをお読みください。

約 5分間操作しなかった場合、バッテリーの消耗を防ぐため、自動的に電源が切れます。

≥ 以下の場合は「エコモード（バッテリー）」を「入」にしていても自動的に電源が切れません。
－ ACアダプター使用時※

－ USB接続ケーブル使用時
－ PRE-REC 中
－ スライドショー再生中
－ Wi-Fi 機能使用時

※ エコモード（AC）が働くと自動的に電源が切れます。

表示スタイル

：「セットアップ」→「表示スタイル」→希望の設定

「年 / 月 /日」/「月 / 日 /年」/「日 / 月 / 年」

ズーム /撮影ボタン表示

：「セットアップ」→「ズーム /撮影ボタン表示」→希望の設定

入：常時表示します。
切：タッチ操作しない状態が続くと約 5秒後に消えます。

手振れロック表示

外部表示

エコモード（バッテリー）

：「セットアップ」→「エコモード（バッテリー）」→「入」

MENU

T W

MENU

MENU
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AC アダプター接続時に約 15分間操作しなかった場合、自動的に電源が切れます。

≥ 以下の場合は「エコモード（AC）」を「入」にしていても自動的に電源が切れません。
－ USB接続ケーブル使用時
－ PRE-REC 中
－ スライドショー再生中
－ Wi-Fi 機能使用時

電源を入れると、約 1秒で撮影の一時停止状態になります。

お知らせ
≥ 撮影条件によっては起動時間が1秒より遅くなる場合があります。
≥ クイックパワーオンすると、ズーム倍率は約1倍の位置になります。

タッチパネル操作時や、撮影の開始や停止、電源の入 /切などを音で確認できます。
「切」にすると、撮影の開始 / 終了時などに音が鳴りません。

≥ エラーが起こったときは「ピピッ、ピピッ…（連続4回）」と鳴ります。画面に出るメッセージ
表示（P215）の内容を確認してください。

お知らせ
≥ シャッター音を変更する場合は、96ページをお読みください。

エコモード（AC）

：「セットアップ」→「エコモード（AC）」→「入」

クイックパワーオン

：「セットアップ」→「クイックパワーオン」→「入」

お知らせ音

：「セットアップ」→「お知らせ音」→希望の設定

（音量小）/ （音量大）/「切」

MENU

MENU

MENU
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くるくる回転メニューバーに表示する操作アイコン（P78）を変更することができます。
お好みの操作アイコンを 3つ登録してください。
≥ お買い上げ時の設定は以下になります。

1）メニュー設定する

2）変更したい操作アイコンをタッチして設定を解除する
3）設定したい操作アイコンをタッチする

≥ 操作アイコンを長押しすると、機能の名称が表示されます。
≥ 解除するには、もう一度操作アイコンをタッチしてください。

4）「決定」をタッチする

屋外などの明るい場所でも液晶モニターを見やすくします。

≥ 実際に記録される映像には影響しません。

お知らせ
≥ ACアダプター使用時は、自動的に になります。
≥ 液晶モニターを明るくしているときは、バッテリーでの撮影可能時間は短くなります。
≥「ビデオライト」を （入）または （オート）に設定し、ビデオライトが点灯している場
合は設定できません。

操作アイコン登録

ビデオ撮影モード時 写真撮影モード時
（PRE-REC）、 （ビデオライト）、
（ナイトモード）

Ø（セルフタイマー）、 （ビデオライト）、
（逆光補正）

：「セットアップ」→「操作アイコン登録」

パワー LCD

：「セットアップ」→「パワー LCD」→希望の設定

（明るい）/ （標準）/ （暗い）

MENU

MENU

+1 0 -1

+1
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液晶モニターの明るさや色の濃さを調整します。
≥ 実際に記録される映像には影響しません。
1）メニュー設定する

2） / をタッチして調整する
3）「決定」をタッチする

≥「終了」をタッチして設定を終了します。

126 ページをお読みください。

127 ページをお読みください。

125 ページをお読みください。

メニューをお買い上げ時の設定に戻します。

≥「メディア選択」、「時計設定」、「LANGUAGE」の設定は変わりません。

お知らせ
≥ 初期設定を行うと、ビデオ撮影モードに切り換わります。

液晶調整

：「セットアップ」→「液晶調整」→希望の設定

明るさ ：液晶モニターの明るさ
色レベル：液晶モニターの色の濃さ

HDMI 出力解像度

ビエラリンク

接続するテレビ

初期設定

：「セットアップ」→「初期設定」

MENU

MENU
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Wi-Fi 設定をお買い上げ時の設定に戻します。

≥ LUMIX CLUB（PicMate）のログイン IDとWi-Fi のパスワードも消去されます。

本機に保存されたユーザーBGM（P103、109、113）に使用している音楽を消去し
ます。

文字入力時に入力文字を約 1秒で確定し、カーソルが右に移動します。
同じキーの文字を続けて入力する場合など、カーソルの移動を行わず入力できます。

≥ 文字入力画面は以下の場合に表示されます。
－ ムービースライドショーの「タイトル設定」時（P106）
－ ベビーカレンダーの名前入力時（P111）
－ Wi-Fi 機能設定時（P164、177、186、187、188、189）

次に撮影される 4K MP4 のシーン※、MP4/iFrame のシーンおよび写真のファイル番号を
0001にします。
※ のみ

≥ フォルダー番号が更新され、ファイル番号が0001から始まります。（P209）
≥ フォルダー番号をリセットするには、まず内蔵メモリー、SD カードをフォーマットしてから
「番号リセット」を実行してください。

お知らせ
≥ かんたんコマ撮りモードの写真のファイル番号は変わりません。

Wi-Fi 初期設定

：「セットアップ」→「Wi-Fi 初期設定」

ユーザーBGM消去

：「セットアップ」→「ユーザー BGM消去」

文字カーソル自動移動

：「セットアップ」→「文字カーソル自動移動」→「入」

番号リセット

：「セットアップ」→「番号リセット」

MENU

MENU

MENU

WX970M

MENU
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フォーマットすると、すべてのデータは消去されます。大切なデータはパソコンや
ディスクなどに保存しておいてください。（P202）

※ USBハードディスク接続時に表示されます。（P134）
≥ フォーマット完了後、「終了」をタッチしてメッセージ画面を閉じてください。
≥ 本機を廃棄 /譲渡するときは、内蔵メモリーの物理フォーマットをしてください。（P224）

お知らせ
≥ フォーマット中は電源を切ったり、SDカードを抜かないでください。また、本機に振動や衝撃
を与えないでください。

SDカードや内蔵メモリーの使用領域と残り記録可能時間を確認できます。

≥「メディア切換」をタッチするとSDカードと内蔵メモリーの表示が切り換わります。
≥ ビデオ撮影モード時のみ、設定中の記録モードでの残り記録可能時間が表示されます。
≥「終了」をタッチして終了してください。

お知らせ
≥ SDカードや内蔵メモリーは、ファイルシステムなどの管理情報を保存している領域があるため、
実際に使える容量が少なくなります。本機やパソコン、一部のソフトウェアでは、表示される
値は小さくなります。

本機のファームウェアのバージョンが表示されます。

メディアフォーマット

：「セットアップ」→「メディアフォーマット」→希望のメディア

「内蔵メモリー」/「カード」/「HDD」※

フォーマットは本機で行ってください。（パソコンなど他の機器ではフォーマットしな
いでください。本機で使用できなくなる場合があります）

メディア情報表示

：「セットアップ」→「メディア情報表示」

バージョン表示

：「セットアップ」→「バージョン表示」

MENU

MENU

MENU
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本機のファームウェアのバージョンアップを行います。

本機の紹介（デモ）を始めます。

≥ AC アダプター使用時に、SD カードが入っていない状態で「デモモード」を「入」に設定し、
「終了」をタッチするとデモが始まります。何か操作をするとデモは中断しますが、約10分以
上操作がないと、再び自動的に始まります。SDカードを入れるか、「デモモード」を「切」に
すると解除されます。

≥ デモモードの動作中は、レンズカバーは閉じません。

手ブレ補正の紹介（デモ）を始めます。

≥「手ブレ補正デモ」をタッチすると、デモが始まります。「終了」をタッチすると解除されます。

Eye-Fi カード挿入時のみ表示されます。
140 ページをお読みください。

Eye-Fi カード挿入時のみ表示されます。
141 ページをお読みください。

バージョンアップ

：「セットアップ」→「バージョンアップ」

バージョンアップについての最新情報は、下記サポートサイトでご確認ください。
（2014 年 12 月現在）

http://panasonic.jp/support/video/index.html

デモモード

：「セットアップ」→「デモモード」→「入」

手ブレ補正デモ

：「セットアップ」→「手ブレ補正デモ」

Eye-Fi 転送

Eye-Fi ダイレクト

MENU

MENU

MENU
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本機とパソコンをUSB 接続ケーブルで接続し、パソコンでソフト情報（ライセンス）を
確認できます。
1）メニュー設定する

2）本機とパソコンをつなぐ
≥ 接続が完了すると本機にメッセージが表示されます。パソコン側で「LICENSE.TXT」を
確認してください。

≥ バッテリー使用時は、液晶モニターが約5秒後に消灯します。画面をタッチすると点灯し
ます。

お知らせ
≥ 必ず付属のUSB接続ケーブルをお使いください。（付属品以外をお使いの場合は動作を保証で
きません）

取扱説明書（PDF 形式）をダウンロードするためのWeb サイトへのアクセス方法を確
認できます。

画面に表示される言語を設定できます。

ソフト情報

：「セットアップ」→「ソフト情報」

取扱説明書のWeb サイト

：「セットアップ」→「取扱説明書のWeb サイト」→希望のアクセス方法

「URL表示」 ：本機の液晶モニターにWebサイトのURLを表示します。
「USB接続」 ：USB接続ケーブルでパソコンと接続してWebサイトをパソコン

に表示します。
「QRコード表示」：本機の液晶モニターにQRコードを表示します。

LANGUAGE

：「セットアップ」→「LANGUAGE」

「日本語」/「English」

MENU

MENU

MENU
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応用・撮影

≥ ビデオ撮影時の最大ズーム倍率は「ズームモード」で設定できます。（P84）

∫ ズームバーについて
ズーム操作中はズームバーが表示されます。

∫ ズーム速度について
≥ ズームレバーは動かす幅によって、ズーム速度が変わります。
≥ ズームボタンアイコンのズーム速度は一定です。

写真撮影モード時は、画質を劣化させずにズーム倍率を最大50倍まで拡大できます。
（EX光学ズーム）
≥ 写真撮影モード時の最大ズーム倍率は、「記録画素数」と「画像横縦比」の設定によって変わり
ます。（P94、96）

お知らせ
≥ ズーム操作中にズームレバーから指を離すと、操作音が記録されることがあります。レバーを
元の位置に戻すときは、静かに戻してください。

≥ ズーム倍率が最大倍率のときは、約1.5 m以上でピントが合います。
≥ ズーム倍率が1倍のときは、レンズから約 3 cmまで近づいて撮ることができます。

ズーム

写真撮影モード時のズーム倍率について

ズームバー

T

W

T

W

6 W T6 W T

ズームレバー/ズームボタンアイコン
T側 ：大きく撮る（ズームイン：拡大）
W側：広く撮る（ズームアウト：広角）

TW
 

A 光学ズーム
B ビデオ撮影モード時：iA ズーム / デジタルズーム（青色）

写真撮影モード時　：EX 光学ズーム（青色）
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本機の水平方向の傾きを検出し、傾きを自動で水平に補正します。

≥ 傾きが補正範囲を超えている場合はアイコンが変わります。

≥ 補正範囲を超えたときは、 / が表示される位置まで本機を動かしてください。

お知らせ
≥ お買い上げ時の設定は （ノーマル）です。
≥ アイコンが傾きを正しく表示できる範囲は、水平方向約45°になります。
≥「水準器」（P87）を「入」にすると解除されます。
≥ 三脚を使って水平な映像を撮影する場合は、「水準器」（P87）を使って本機を取り付けてから、
再度「傾き補正」を （ノーマル）または （強）にして使用してください。
≥ 傾き補正の切り換え時に、画面が一瞬黒くなることがあります。
≥ （強）設定時は、画像の大きさが変わります。
≥
以下の場合は、傾き補正を （強）に設定できません。
また、傾き補正を （強）に設定していても （ノーマル）に切り換わります。
－ 「記録方式」を「4K MP4」に設定する
－ 撮影モードを4K PHOTOモードに切り換える

傾き補正

/ 傾きが補正されているとき
/ / / 傾きが補正範囲を超えているとき

傾き補正なし
傾き補正時

（ （ノーマル）設定時） （ （強）設定時）

傾き補正ボタン
ボタンを押すごとに、傾き補正が切り換わります。

（ノーマル）→ （強）→切
（ノーマル）：傾きを補正します。
（強） ：傾きをより強く補正します。

切 ：設定を解除します。

WX970M
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サブカメラを使って、メインカメラとサブカメラの 2つの映像
を同時に記録することができます。（ワイプ撮り）

隣にいる家族やメインカメラと別の風景、撮影者自身などを
サブカメラで撮影してお楽しみください。

≥ サブカメラの映像が子画面に表示されます。

1 サブカメラを回転させる
≥ サブカメラをAの位置（0eから約30e）からBの位
置（約30eから約270e）まで回転させると液晶モ
ニターに子画面が表示されます。

≥ 子画面が表示されない場合は、 をタッチする
と子画面が表示されます。

≥ サブカメラ使用中は、 （ワイヤレスワイプ撮り
起動 /切断アイコン）は使えません。

2 サブカメラダイヤルを回して、
サブカメラの上下の角度を変更する

≥ Cの位置から上下約20°までの角度に変更できます。

サブカメラを使って撮影する

（ワイプ撮り）

¥サブカメラだけを使って撮影することはできません。
¥メインカメラで撮影した映像と子画面に表示されるサブカメラの映像は、同じシーン /写真とし
て記録されます。再生時に子画面の映像だけを消去したり、非表示にすることはできません。

¥サブカメラは約30 cm以上でピントが合います。

左側に回す：サブカメラが下方向に傾きます。
右側に回す：サブカメラが上方向に傾きます。

サブカメラ

撮影者自身を撮る隣にいる家族を撮る 風景を撮る

子画面






20°

20°

サブカメラダイヤル
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3 撮影する
≥ サブカメラをお好みの位置に回転させてください。
≥ サブカメラは自動的にピントを合わせるオート
フォーカスで働きます。

≥ 撮影時の基本的な構え方は図のようになります。

∫ 子画面の表示 / 非表示を切り換える
をタッチする

≥ タッチするごとに、子画面の表示 /非表示を切り換えること
ができます。

≥ 子画面を非表示にしている場合は、サブカメラの映像は記録
されません。

【ワイプ撮りを終了するには】
サブカメラをAの位置（0eから約30e）まで回転させる

お知らせ
≥ 子画面が表示されるまで少し時間がかかります。
≥ 子画面が表示されない場合は をタッチする、またはサブカメラをAの位置（0eから約30e）に
戻してからBの位置（約30eから約270e）まで回転させてください。

≥ の表示中は、サブカメラの電源が入になります。
≥ 撮影状況によってはメインカメラとサブカメラの映像の色合いや明るさなどが異なる場合があ
ります。

≥ 子画面の表示中は、以下のボタンアイコンは表示されない場合があります。ボタンアイコンを
表示するには、画面のメインカメラ映像部分をタッチしてください。
－ （くるくる回転メニューバー表示）
－ / （ズームボタンアイコン）
－ （撮影ボタンアイコン）
－ 撮影モードボタンアイコン（P58）
≥ 子画面が表示されているときは以下の機能は使えません。
－ タッチシャッター
－ クリエイティブコントロール
－ 顔検出枠表示
－ 追っかけフォーカス

－ 手振れロック機能
－ AF 補助光
－ ナイトモード（赤外線）

≥ 撮影メニューや操作アイコン、手ブレ補正、傾き補正、クイックパワーオンなどは、メインカメ
ラのみに働きます。サブカメラの設定については54ページをお読みください。

≥ ワイプ撮りでの写真撮影時は、ピントが合う時間が通常より長くなる場合があります。（P34）
≥ 以下の機能を使用時はサブカメラは働きません。
－ HDR動画モード
－ スーパースローモード
－ かんたんコマ撮りモード

≥ 子画面にフェードの映像効果は働きません。

T W
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1）子画面をタッチする
2） をタッチして変更したいサイズを選ぶ

≥ 子画面をタッチ、またはタッチ操作しない状態が続くと、子画面のサイズが変更されます。

≥ 変更できる子画面のサイズが以下のように変わります。
－ ビデオ撮影モード時、または写真撮影モードで「画像横縦比」を「16:9」に設定している場合

－ 写真撮影モードで「画像横縦比」を「4:3」または「3:2」に設定している場合

※「画像横縦比」と同じ横縦比で表示されます。

1）子画面をタッチする
≥ 約2秒間ズームアイコンが表示されます。

2）ズームアイコンをタッチする
≥ ズームアイコンをタッチするごとに切り換わります。
通常表示（1倍）→2倍表示

≥ ズームアイコンは、通常表示（1倍）では 、2倍表
示では になります。

お知らせ
≥「記録方式」を「4K MP4」に設定時は、子画面のズームイン /ズームアウトはできません。

サブカメラと子画面の設定を変更 / 調整する

子画面のサイズを変更する

横縦比 16:9 1:1 16:9

サイズ

横縦比 4:3 または 3:2※ 1:1

サイズ

子画面をズームイン /ズームアウトする

ズームアイコン
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1）子画面をタッチする
2）変更したい表示位置をタッチする

≥ 子画面の表示位置によって、画面に表示されるアイコ
ンの位置が変わる場合があります。

1）子画面をタッチする
2） をタッチする
3）設定 /調整したいアイコンをタッチする

※1. ビデオ撮影モード時のみ表示されます。
※2. 外部マイク接続時は設定できません。

4）（WBをタッチした場合）
/ をタッチして、ホワイトバランスのモードを選ぶ

（ をタッチした場合）
/ をタッチして、調整する

（FOCUS をタッチした場合）
「AF」または「AFS」をタッチする
≥ 子画面の中心に対して、ピントを合わせます。

≥ AFSを選んだ場合、 は撮影画面に常時表示されます。

子画面の表示位置を変更する

サブカメラと子画面を設定 / 調整する

WB ：色合いを変更します。
：明るさを変更します。

FOCUS※1：ピントを調整します。
※1、2 ：ナレーションモードに設定できます。

周囲の音声をカットし、撮影者の音声を
クリアに記録することができます。

：子画面の枠色をお好みの色に変更します。

（オート）/ （晴れ）/ （曇り）/ （屋内 1）/ （屋内 2）/ （蛍光灯）

AF（オートフォーカス） ：常時オートフォーカスが働きます。
AFS（オートフォーカスシングル）：AFSをタッチするごとにオートフォーカス

が働き、ピントを合わせます。

FOCUS

AWB
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（ をタッチした場合）
または をタッチする

≥ 画面をタッチすると撮影画面に戻ります。
≥ ナレーションモードに設定すると画面にアイコンが
常時表示されます。

≥ 撮影画面で「 」をタッチすると、ナレーションモードの設定を切り換えることができます。
≥ ナレーションモード時は、以下の設定になり変更できません。

－ 「5.1ch/2ch」を「5.1ch」に設定時は、「マイク設定」が「サラウンドマイク」になります。
－ 「5.1ch/2ch」を「2ch」に設定時は、「マイク設定」が「ステレオマイク」になります。

≥ ナレーションモード時は、「サウンドシーンセレクト」が使用できません。
≥ 子画面を非表示にすると、ナレーションモードは無効になります。

（ をタッチした場合）
お好みの枠をタッチする

≥
「記録方式」を「4K MP4」に設定時、または 4K PHOTO
モード時は、「枠なし」になり、設定の変更はできません。

お知らせ
≥ 撮影モードをインテリジェントオート /インテリジェントオートプラスモードに切り換えると、
以下の設定に戻ります。（P58）
－ WB ： （オート）
－ ：設定値が0になります。
－ FOCUS ：AF（オートフォーカス）

：ナレーションモードに設定します。

：ナレーションモードを解除します。

1：ピンク /2：緑 /3：オレンジ /4：灰色 /
5：フラットシャドー※ /6：枠なし
※ 右端と下端に影を付けます。

入 切
ナレーションモード

 

  



WX970M

AWB
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メインカメラとサブカメラの 2つの映像を同時に記録しているときに、メインカメラで
撮影している映像のみを別シーンとして同時に記録することができます。（ワイプ無し映
像同時記録）

≥ ワイヤレスワイプ撮り時でも、メインカメラで撮影している映像のみを別シーンとして同時に
記録することができます。（P191）

¥「記録方式」を「AVCHD」に設定し、「記録モード」を「PH」/「HA」/「HG」/「HE」にする（P84、85）

≥「 」が画面に表示されます。
≥ 記録が始まると、子画面非表示の状態でメインカメラの映像を別シーンとして同時に記録します。

お知らせ
¥カードに記録する場合は、SDスピードクラスが10のカードをお使いください。
≥ ワイプ無し映像同時記録したシーンは、子画面を表示したシーンと同じメディアに保存される
ため、残り記録可能時間は半分になります。

≥「入」に設定時は、2 つの日付で同時に記録するため、「切」に設定しているときよりも記録で
きる日付の数が少なくなります。

≥「入」に設定時は、子画面を非表示にしていてもワイプ無し映像同時記録されます。
≥ ワイプ無し映像同時記録中の写真の同時記録はできません。
≥ ワイプ無し映像同時記録中にリレー記録した場合、ワイプ無し映像同時記録したシーンの「リ
レーシーンまとめ」はできません。

≥ 以下の機能を使用時は、ワイプ無し映像同時記録はできません。
－ クリエイティブコントロールモード
－ スーパースローモード
－ HDR動画モード
－ 

4K PHOTOモード
－ 見守り
－ ライブ配信

ワイプ無し映像同時記録を使って

撮影する

：「撮影設定」→「ワイプ無し映像同時記録」→「入」

SDカード
または
内蔵メモリー

ワイプ無し映像同時記録

ワイプ撮り

MENU

WX970M
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